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　座間市議会だよりでは、各議員の文責により質
疑・質問・答弁・討論の発言の一部を抜粋して掲
載しています。詳細は会議録をご覧ください。
　パソコンやスマートフォンから市議会のホーム
ページでご覧ください。また、市役所１階の市民
情報コーナー、図書館でもご覧いただけます。
　なお、１２月定例会の会議録は２月下旬ごろから
閲覧できます。

会議録をご覧ください会議録をご覧ください
　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定

例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の

締
切
日
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

次
の
陳
情
は
、　

月
定
例
会
の

１２

民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第
１
号　

安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情

　

陳
情
第
６
号　

子
供
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
の
陳
情

清
水　

剛 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
の
方
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

美
濃
口　

集 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

荻
原　

健
司 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

「
ざ
ま
み
ず
」
の
Ｐ
Ｒ
を

　

ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
の
特
殊
性
や
デ

ザ
イ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
か
ら
鎌
倉

市
役
所
庁
舎
内
の
自
販
機
で
も
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
「
ざ
ま
み
ず
」

に
は
、
そ
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に

加
え
、
保
存
期
間
を
長
く
設
定
で

き
る
点
、
ま
た
、
口
径
が
大
き
く

力
の
弱
い
高
齢
者
や
女
性
に
も
開

け
や
す
い
点
な
ど
多
く
の
長
所
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
水
道
事
業

の
経
営
は
ト
イ
レ
な
ど
の
節
水
型

設
備
や
家
庭
用
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
る
給
水
量

の
減
少
に
よ
り
、
か
じ
取
り
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ざ

ま
み
ず
の
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

や
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
サ
イ

ズ
よ
り
容
量
の
大
き
な
ボ
ト
ル
が

あ
れ
ば
、
販
路
拡
大
に
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

で
あ
る
Ｓ
Ｃ
相
模
原
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

ざ
ま
み
ず
の

販
売
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
、
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
で
あ
る
ざ

ま
み
ず
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
相
模
原
に
つ
い
て
は
、
座

間
市
デ
ー
と
し
て
開
催
さ
れ
る
試

合
で
ざ
ま
み
ず
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
様
々
な
機
会
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
動

き
に
対
し
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
、
行
政
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
に

よ
る
格
差
）
の
解
消
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
た
業
務
の
実
態
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
こ
れ
ま
で

の
電
子
化
で
取
り
組
ん
で
き
た
既

存
業
務
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
の
事
務
改
善
と
は
異
な
り
、
既

存
業
務
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直

し
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
本
市
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
手
段
を
ご
利

用
い
た
だ
く
環
境
を
整
え
て
い
る

段
階
で
す
。
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

と
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
た
結
果
、
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
と
並
行
し
て
、
従
来
の
き
め

細
や
か
な
窓
口
対
応
を
継
続
し
つ

つ
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
高
年
齢
、

低
所
得
、
社
会
的
孤
立
な
ど
、
様

々
な
視
点
か
ら
総
合
的
に
対
策
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
移
動
支
援
に
つ
い

て
、
市
で
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
方
に
対
し
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
と
自
動
車
燃
料

費
助
成
券
を
選
択
で
き
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
（
自
動
車
燃
料
給
油
）
利

用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
で
は
、

平
成　

年
４
月
現
在
、
精
神
障
害

２９

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
数
は
１

１
８
４
人
、
内
訳
は
１
級
１
０
２

人
、
２
級
７
１
７
人
、
３
級
３
６

５
人
で
、
２
級
の
判
定
が
圧
倒
的

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
級
の

方
で
も
急
に
病
状
が
不
安
定
と
な

り
状
態
が
悪
化
し
、
通
院
と
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
、

自
家
用
車
を
利
用
し
ま
す
。ま
た
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
利
用
が
困
難

な
事
例
も
あ
り
、
本
人
や
家
族
が

安
心
し
、
時
間
や
周
囲
を
気
に
せ

ず
医
療
機
関
へ
通
え
る
支
援
も
必

要
で
す
。サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

２
級
の
方
に
も
１
級
の
方
と
同
様

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
自
動
車
燃
料

給
油
）
利
用
券
を
交
付
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

１
級
の
方
の
多
く

は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
難
し

く
、
通
院
の
際
に
家
族
が
付
き
添

う
こ
と
も
多
い
た
め
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
（
自
動
車
燃
料
給
油
）
利
用

券
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
２
級

の
方
で
も
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
な
事
例
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
３
年

度
以
降
、
各
事
業
の
見
直
し
を
行

う
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、

こ
れ
ま
で
も
無
償
で
あ
っ
た
小
・

中
学
校
の
義
務
教
育
期
間
に
就
学

前
３
年
間
を
加
え
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
関
係
閣
僚
合
意
さ
れ
た
幼

児
教
育
・
高
等
教
育
無
償
化
の
制

度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
で
示

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
高
校
、
大

学
の
高
等
教
育
ま
で
に
係
る
費
用

を
日
本
の
社
会
全
体
で
担
う
と
い

う
教
育
制
度
改
革
で
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
の
市
長
の
ご
所
見
を
伺
い

い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

全
て
の
人
に
教
育
を
受

け
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
は
社

会
の
責
任
で
あ
り
、
格
差
を
感
じ

る
こ
と
な
く
成
長
し
て
い
け
る
社

会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
高

校
教
育
の
無
償
化
に
続
い
て
行
わ

れ
た
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
の
構
築
を
掲
げ
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
一
歩
近
づ
い
た

国
の
政
策
で
あ
り
、
高
く
評
価
を

し
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

幼
児
期
に
遊
び
や
学

び
を
通
し
て
生
き
る
た
め
の
力
を

培
い
、
非
認
知
能
力
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
全
て
の
子
ど
も
に
幼
児
教
育

の
機
会
を
保
証
す
る
幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
の
意
義
は
と
て
も
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
の
支
払

い
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
役
所
担

当
窓
口
で
平
日
の
支
払
い
し
か
で

き
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
の
中
に
は

平
日
に
支
払
い
が
で
き
な
い
方
も

い
ま
す
。
利
用
し
や
す
い
環
境
整

備
に
向
け
て
、
現
在
の
窓
口
支
払

い
以
外
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

野
球
場
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

１
９
９
７
年
の
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
か
ら
、
球
審
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
も
含
め
、
カ
ウ
ン
ト
表
示
も
ボ

ー
ル
か
ら
ス
ト
ラ
イ
ク
の
順
番
に

徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
市
に
あ
る
２
つ
の
野
球
場
で
は
、

　

年
が
経
過
し
た
現
在
も
ス
ト
ラ

２３イ
ク
か
ら
ボ
ー
ル
の
順
番
の
ま
ま

の
カ
ウ
ン
ト
表
示
器
に
な
っ
て
い

ま
す
。
野
球
場
の
カ
ウ
ン
ト
表
示

器
交
換
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使

用
料
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
運
用
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
利
用
者
が
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

座
間
市
民
球
場
の
カ
ウ
ン
ト
表

示
器
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
変
更

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
躯

体
が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
に
耐
え

な
い
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
全

体
の
更
新
の
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
新
田
宿
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
カ

ウ
ン
ト
表
示
器
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
修
繕
を
令
和
２

年
度
内
に
予
定
し
て
お
り
、
表
示

順
の
変
更
も
含
め
、検
討
し
ま
す
。

　

地
域
再
生
計
画
と
は
、
２
０
０

５
年
４
月
施
行
の
地
域
再
生
計
画

法
に
基
づ
い
て
、
地
域
が
行
う
自

主
的
か
つ
自
立
的
な
取
組
を
地
方

創
生
推
進
交
付
金
等
の
支
援
措
置

で
効
果
的
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

地
域
再
生
計
画
の
具
体
例
と
し
て
、

岡
山
県
真
庭
市
の
真
庭
型
循
環
農

業
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱

を
利
用
し
た
循
環
型
農
業
を
行
っ

て
お
り
、農
業
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

所
得
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
雇
用

の
機
会
や
生
き
が
い
を
創
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
鈴
鹿
市

の
障
が
い
者
就
労
農
福
連
携
事
業

は
、
障
が
い
者
が
担
え
る
仕
事
の

拡
充
を
求
め
る
障
が
い
者
就
労
継

続
支
援
事
業
所
と
新
た
な
人
手
を

求
め
る
農
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
着

目
し
て
い
ま
す
。
就
労
継
続
支
援

事
業
所
に
と
っ
て
は
安
定
的
な
仕

事
の
創
出
に
よ
る
障
が
い
者
の
工

賃
向
上
や
、
社
会
参
加
の
促
進
に

つ
な
が
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
人

材
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
再
生
計
画
を
活
用
し
た
真
庭

市
の
真
庭
型
循
環
農
業
や
鈴
鹿
市

の
農
福
連
携
を
参
考
に
、
農
福
連

携
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

真
庭
市
の
農
業
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
雇
用
機
会
の
創
出
や
、

鈴
鹿
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉

的
就
労
事
業
所
の
農
業
へ
の
取
組

支
援
な
ど
も
参
考
に
、
本
市
の
農

業
形
態
に
対
し
地
域
再
生
計
画
と

い
う
手
法
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
な

ど
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

地
域
再
生
計
画
を
活
用
し
た

農
福
連
携
に
つ
い
て

上
沢　

本
尚 
議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
か
ら

１
年
の
評
価
を
伺
う

竹
田　

陽
介 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
問
う


